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第４回 江別市経済審議会 観光専門部会 議事録  
日  時   平成 29 年 11 月 2 日(木) 13:57～14:55 
場  所   江別市役所 第 2 別館 会議室２号 
出席者  （敬称略・順不同） 

平澤 亨輔（札幌学院大学 経済学部 教授） 
中野 亮二（江別商工会議所 中小企業相談所 所長） 
塩越 康晴（江別消費者協会 会長） 
和田 美和（江別消費者協会 理事） 
松浦 智幸（一般社団法人江別青年会議所） 
杉野 邦彦（江別工業団地協同組合 代表理事） 
岡村 恵子（江別市「まち」と「むら」の交流推進協議会 加工部会長） 
事務局／江別市経済部商工労働課 
事務局オブザーバー／株式会社 JTB 北海道 3 名 

次 第 
１．開会   

平澤部会長が開会を宣言し、第４回江別市経済審議会観光専門部会が開会した。  
２．江別市観光振興計画(案)について 
（１）観光戦略（具体的な取組案）及び推進体制等の最終確認 

事務局より、これまでの議論を踏まえて作成した「江別市観光振興計画」(案)が提示され、内容

の説明があった。 
計画書案は、全 28 頁の構成。観光市場の現状整理と、昨年実施された市場調査、分析結果

と課題、それらを踏まえた江別市の目指す観光像と、推進するための具体的な施策案をまとめた。

なお、施策案については、前回の議論から以下の点を変更した。  
・P17 (2)歴史のまち・再発見プロジェクトの推進の「れんがを巡る観光ルートの創出」は、実施

期間を平成 30 年度から行うこととした。 
・P18 (3)観光資源の磨き上げと発掘に、「市内散策プランの充実」を(16)二次交通の整備よ

り移動し、追記した。 
・P18 (5)道の駅による観光振興の可能性の検討については、検討・協議期間を平成 30・31

年度の 2 年間に変更した。 
・P19 (6)グリーンツーリズムの推進の「滞在型農業体験の検討」は、取組名称、概要それぞれ

の表現内容を変更した。 
・P21 (10)PR ツールの活用・関係団体等との連携による情報発信の拡充では、「フィルムコミッ

ションの活用」という取組案は、「PR ツールの検証と開発」に組み込んだ。 
・P23 (16)二次交通の整備の「自転車等を活用した交通手段の充実」では、高齢者や障がい

のある方の視点が必要ではないかとの意見から、観光タクシーについて追記した。 
・P24 (1)主体の役割では、市民の定義を、「居住者、市民団体、ボランティア、大学生を含む

江別市に関わるすべての市民」と変更した。また、(2)として「PDCA サイクルによる進行管理」を追

記した。 
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＜具体的な取組案、推進体制についての質問＞ 
○P24 の PDCA サイクルのタイミングは年度ごとなのか、事業ごとに実施するのか。（杉野委員）  →間隔は短くしたいが、事業を進めながら計画の内容にあわせて行っていく。（事務局）  
＜観光の軸、江別市の新たな観光像についての議論＞ 
P13 の観光の軸として定義されている「歴史あるれんが」について、その記載内容や P14 の江別

市の新たな観光像との関係をあらためて議論した。  
●れんがが強調されているが、それ以外にも数多く存在する江別の歴史資源を幅広くとらえた内

容にしてはどうか。（塩越委員） 
●れんがを軸としても、他の歴史的資源についての記載があってもいいのではないか。また、れんが

を観光の軸にするのであれば、観光像のコピーにも表現すべきではないか。（杉野委員） 
●昨年のブランド調査結果から「歴史あるれんが」を観光の軸の一つに据えることが望ましいことを

確認しており、それを踏まえながら P17 以降の具体的な施策の中で様々な歴史に関連する取組

を展開していきたいと考えている。（事務局） 
●「れんが」と「歴史」それぞれを明確に分けて表現してはどうか。（和田委員） 
●観光の軸の「歴史あるれんが」は江別らしさを表すものであり、インパクトもあるので残したい。

（岡村委員） 
●他のまちにない特長の一つである「歴史あるれんが」を、観光の軸に表記するほうがいい。 
（中野委員） 
●観光の軸と観光像は、関連性を持たせたほうがいい。（松浦委員）  
議論の結果、観光の軸は原案通り「食と農」「歴史あるれんが」とした。一方、江別市の新たな観

光像のコピーについては、「れんが」の内容を追記することとなった。メインのコピーは変更せず、ショ

ルダーコピーを「――食と農の豊かな実り、れんがと歴史にふれる街――」に改めることとした。  
３．その他  事務局・永嶋より、これからの予定について説明があった。 

観光専門部会は本日が最終回となり、これまで議論した計画原案は今後パブリックコメントの手

法で市民の意見を求め、それを踏まえたうえで１月の経済審議会で最終確認を行ったあと、市長

へ答申する予定であることを確認した。  
４．閉会 

平澤部会長が部会閉会を宣言し、第４回江別市経済審議会観光専門部会を閉会した。  
以上 


